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※

スケジュール

ご案内ご案内

装備

東十勝の気候について

必須装備：帽子、防寒具、長靴、水筒(又はペットボトル)、健康保険証

東十勝ロングトレイルの楽しみ方

雪または雨の日について
基本的に降雨雪決行ですが、極端な気象状況によっては中止にすることがあります。
その際は伊豆倉(いずくら)までご連絡ください。

3月でもまだ寒いので、温かい格好でご参加ください。

17日
3月

東十勝ロングトレイル活動協議会　事務局(豊頃町商工会内)

　

電話　015-574-2206　(ツアー前日まで)

・お申し込み、お問い合わせは

・申し込み締切　　3月12日(月)　　3月17日(土)のツアー
　　　　　　　　　　　 3月19日(月)　　3月24日(土)のツアー

・ツアー当日お問い合わせは　　　伊豆倉　090-3117-5136

東十勝ロングトレイルへようこそ！

「川のルート」オジロワシ・オオワシ観察ツアー2012の見どころ！

長い長い道を自分の足で歩き、歩き通すことで得られる新発見…

オジロワシ・オオワシの天然記念物の野鳥をとことん観察してみませんか？

ここ東十勝にしかない自然、産業遺産、恐竜絶滅、そして食に舌鼓…

　道立十勝エコロジーパークから十勝川沿いに豊頃町、
浦幌町の野鳥観察ポイントをバス移動し、オジロワシ、オ
オワシなど5種天然記念物の野鳥を観察します。
　当日はガイドに日本野鳥の会十勝支部から野鳥ガイド
を揃え、各ポイントで面白エピソードを交えた野鳥の紹介
をします。
 なお、ワシの状況により、行程、スケジュールを変更する
場合があります。

・参加費　4000円(バス代、ガイド料、食事代(昼食)、保険料を含む)

集合場所・帯広百年記念館：北海道帯広市緑ヶ丘2丁目(帯広美術館となり)

3月17日(土)
3月24日(土)

(土)

24日
3月

(土)

太平洋岸に広がる長節、湧洞沼等の湿地湖沼群。手つかずの自然は必見。湿地湖沼群

5種の天然記念野鳥

豊頃のハルニレ

「オオワシ、オジロワシ、タンチョウ、ヒシクイ、マガン」5種の天然記念物が観察できる。
これは、世界でも道東の限られた場所でしか見られない。野鳥ガイドも同行するので、何度も感動の瞬間が…

緑豊かな河川敷にそびえ立つ豊頃町のシンボル。樹齢約140年の2本の木が一本化して美しい扇形の枝ぶりを見せる。テレビ、雑誌
で全国的に知られ、写真集では四季折々の姿が収められている、町内外にファンも多く、四季折々の姿が写真に収められている。

開催日開催日

3月17日、24日3月17日、24日

地点名
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時刻 10:00
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帯広百年記念館
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バス移動

帯広百年記念館

解散

10:10 10:40

スイーツ
巡り バス移動、野鳥観察

豊北

バス移動、野鳥観察昼食

朝日堂 ( アメリカンドーナツ )
豊月 ( 和洋菓子 )
もみのき ( 無添加天然酵母のパン )
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①　山菜と留真温泉ツアー(森のルート　5/26(土)～27(日)　浦幌町、豊頃町)

②　十勝川温泉と原生花園ツアー(海＆森ルート　6/9(土)～10(日)　音更町、浦幌町、豊頃町)

③　炭山紅葉と実りツアー(森のルート　10/20(土)　浦幌町)

④　天然記念物野鳥観察ツアー(川のルート　11/17(土)～18(日)　十勝川流域)

⑤　雪原スキーと野鳥観察ツアー(海のルート　平成25年 2/9(土)　豊北海岸、大津)

⑥　天然記念物野鳥観察ツアー(川のルート　平成25年 3/23(土)～24(日)　十勝川流域)

天然記念物 野鳥 ５ 種

オオワシ タンチョウオジロワシ ヒシクイ マガン

お知らせお知らせ 　

東十勝ロングトレイル 東十勝ロングトレイル 川のルート川のルート

世界でロシア極東地方周辺で繁殖
し、約2200つがいが繁殖している
と推定される。日本には冬期間に
約1500羽飛来し、十勝では11月中
旬から4月中旬まで海岸線や十勝
川水系沿いに見られる。

ユーラシア大陸で5000～7000つ
がいが繁殖し、日本(北海道)でも
50～100つがいが繁殖し、十勝地
方でも数つがいが繁殖している。
主 に 冬 期 に ロ シ ア 方 面 か ら 約
1000羽飛来する。

北海道に約1300羽生息し、ロシア
と中国にも1300～1400羽生息して
いる。十勝地方でも約50つがいが
繁殖し、冬期にはほとんどが釧路
の給餌場に移動するが、近年十勝
でも一部が越冬している。

ヒシクイ・マガン共にカモ科、くちばしが黒っぽく、先端付近のみが黄色い
のがヒシクイ、くちばしが橙色でその周りが白いのがマガン。ヒシクイの
方が体が少し大きい。春（主に3～4月）と秋（主に10月～11月）に十勝川
下流から太平洋岸の湿地湖沼群やその周辺の農地に数千羽が飛来す
る。農耕地では牧草や秋蒔き小麦の新芽を食べるため、作物への影響
が懸念されている。

『オオワシ、オジロワシ、タンチョウ、ヒシクイ、マガン』 5種の天然記念物を見ることができるのは世界でも道東の限られた場所でしか見ることができません。

他に見られる野鳥

ハクガン

近年十勝川下流域では、ハクガ
ンの飛来数が増加し、春と秋の
渡りの時期に30羽ほど見られる
ようになりました。

オジロワシ・オオワシ観察ツアー2012オジロワシ・オオワシ観察ツアー2012

東十勝ロングトレイル2012　ツアー開催予定

開催日

3月17日、24日
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